
学校番号 ３０１ 

平成 31 年度 芸術科[音楽] 

 

教科 芸術 科目 音楽Ⅱ 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 高校音楽Ⅱ改訂版 Music View（教育出版） 

副教材等  

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

２年生になると、精神的・肉体的に大人に近づく。声はまろやかな艶をおび、よく響くようになり 

楽器演奏の際も、多様な音色で表現したくなり、個性的な演奏ができるようになる。ここが、音楽

への入り口。個々の特性を生かし、豊かで奥行きのある表現をしてほしい。 

 

２ 学習の到達目標 

音楽の諸活動を通じて、生涯にわたり音楽を愛好する心情を育てるとともに、感性を高め個性豊かな表

現お能力と主体的な鑑賞の能力を伸ばし、音楽文化についての理解を深める。自ら進んで音楽する場に

いけるようになること、音楽する場を楽しめることが目標。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:音楽への関心・意

欲・態度 

b:音楽表現の創意工

夫 
c:音楽表現の技能 d:鑑賞の能力 

観
点
の
趣
旨 

音楽活動の喜びを味

わい、音楽や音楽文化

に関心を持ち、歌唱・

器楽・創作・鑑賞の学

習に主体的に取り組

もうとする。 

音楽を形づくってい

る要素を知覚し、それ

らの働きを感受しな

がら、歌唱・器楽・創

作の音楽表現を工夫

し、表現意図をもって

いる。 

創意工夫を生かした

音楽表現をするため

に必要な歌唱・器

楽・創作の技能を身

につけ、創造的に表

現している。 

音楽を形づくってい

る要素を知覚し、そ

れらの働きを感受し

ながら、解釈したり

価値を考えたりし

て、音楽に対する理

解を深め、よさや美

しさを創造的に味わ

って聴いている。 

評
価
方
法 

演奏の聴取 

観察 

レポート 

演奏の聴取 

時間ごとのレポート 

演奏の聴取 

提出作品 

文楽体験レポート 

芸術鑑賞レポート 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元名 学習内容 

評価方法     

単元（題材）の評価基準 評価方法 
a b c ｄ 

一
学
期 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

四
・五
・六
月 

様
々
な
歌
声
を
響
か
せ
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

キ
ー
ボ
ー
ド
奏
法 

          

【歌唱・合唱】 

ミュージカル「レ・ミゼラブル」 

演技を含む歌う姿勢。 

様々な発声方法。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【器楽】 

・キーボード奏法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

観 

 

a:それぞれの楽曲の表現様式

に興味を持ち、イメージを持っ

て歌う学習に、主体的に取り組

んでいる。 

ｂ:登場人物や設定場面や、曲

種応じた歌唱の特徴を工夫し、

どのように歌うか表現意図を持

っている。 

ｃ；曲目に応じた発声の特徴を

生かした音楽表現をするため

に必要な歌唱の技能を身につ

け、創造的に表現している。 

ｄ：キャストによる表現様式の違

いに気づき、そのよさや美しさ

を味わっている。 

 

a: a;キーボード演奏に関心をも

ち、グループ学習に積極的に

取り組んでいる。 

ｂ： b:楽曲が求めた音楽を演奏 si

ようとしている。 

c:曲目に応じた音楽表現をす 

るために必要な、技術を身につ

けている。 

ｄ:他のグループ演奏を鑑賞し、 

音楽の特徴やよさを感じとれ

る。 

観察 

実技試験 

提出物 

 

 

 

実 

 

 

 

 

 

 

 

 

実

実技試験 

提出物 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

五
月 

郷
土
の
芸
術
に
触
れ
る 

 

【鑑賞】 

講習「文楽」鑑賞 

（人形使い実習を含む） 

 ○ ○ ○ a:声や楽器の音色の特徴と表 

現上の効果とのかかわりを 

理解して鑑賞する。 

b:音楽を形作っている要素と 

それらの働きを理解して鑑 

賞する。 

ｃ：楽曲の文化的・歴史的背景

や作曲者及び演奏者による表

現お特徴について理解を深め

て鑑賞する。 

d:わが国や郷土の伝統音楽の

種類とそれぞれの特徴につい

て理解を深めて鑑賞する。 

鑑賞レポート 



二
学
期 

 
 

 
 

 
 

 

八
・九
・十
・
十
一
・十
二
月 

合
唱
団
を
つ
く
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ギ
タ
ー
奏
法 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

九
月 

名
作
に
触
れ
る 

【歌唱・合唱】 

壱月祭課題曲・自由曲 

合唱「邦人作品」 

 

 

 

 

 

 

 

【器楽】 

ギターコード演奏 

 

 

 

 

 

 

 

【鑑賞】 

・オーケストラ鑑賞 

｢交響曲第９｣ 

 Dancing Beethoven より 

 ○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

a:音程・リズム・ハーモニーを理

解し、混声３・４部合唱をする。 

b:曲種に応じた発声で、表現を

工夫して歌う。 

c:演奏効果を高めるために、ど

ういうアプローチが適切である

かを理解して歌う。 

ｄ：音楽を形づくっている要素と 

それらの働きを理解して歌う。 

 

 

a:ギターの演奏に興味を持って

取り組んでいある。 

b:コードグラム表を理解し、演

奏をしている。 

c:ギターの音色をいかした演奏

をする。 

d:曲想を理解し、表現にいかし

た演奏をする。 

 

a:声や楽器の音色の特徴と、

表現上のかかわりを理解して鑑

賞する。 

b:音楽を形作っている要素とそ

れらの働きを理解して鑑賞す

る。 

c:楽曲の文化的背景や、作曲

者及び演奏者による表現の特

注について、理解を深めて鑑

賞する。 

d:クラシックとポップスの演奏に

おける特徴とその違いについ

て理解を深めて分析して鑑賞

する。 

実技試験 

提出物 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実技試験 

提出レポート 

 

 

 

 

 

 

 

提出レポート 

実 



三
学
期
一
・二
月 

個
性
的
な
演
奏
の
追
求 

【歌唱・器楽・創作・鑑賞】 

自由課題コンサート 

 ○ ○ ○ コンサート形式による発表 

a:最も自己を表現できる音楽を

選定し、演奏する。 

ｂ:曲種に応じた演奏表現を工

夫する。 

ｃ:表現意図があり、表現上どう

演奏すればこうかてきであるか

を模索し、演奏する。 

d;各グループの音楽を鑑賞し、

音楽の多様な要素に気づき、

それらを感受しながら音楽に対

する理解を深め、よさや美しさ

を創造的に味わっている。 

コンサート形

式による実技

試験 

鑑賞レポート 

 

 

※ 表中の観点について a:音楽への関心・意欲・態度   b:音楽表現の創意工夫 

c:音楽表現の技能        d:鑑賞の能力 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


